
門馬 和夫（南相馬市長）

公益財団法人 後藤・安田記念東京都市研究所
TEL：03-3591-1201　FAX：03-3591-1209

東京都千代田区内幸町 2-2-1

2026年6月20日（土） （開場 12:30）13:00～16:00

後藤・安田記念東京都市研究所ホームページ (https://www.timr.or.jp) よりお申込みください。
・申込期限：2026 年 6月 18 日（木）※満席となり次第受付終了
・参加費：無料

門馬 和夫
南相馬市長
1954年原町市（現・南相馬市）生まれ。東北大学工学部卒業。1978年原町市役所に入庁。
経済部長、市立総合病院事務部長を歴任して退職。その後、南相馬市議会議員（1期）
を経て、2018 年に南相馬市長に就任し、現在 3期目を迎える。「100 年のまちづくり
～家族や友人とともに暮らし続けるために～」を基本理念に掲げ、東日本大震災から
の復興推進とともに、市民が誇りを持ち、次世代へと受け継がれていく持続可能な地
域社会の実現を目指している。

小林 奈保子
いわき・双葉の子育て応援コミュニティ cotohana 共同代表
福島県田村市出身。震災後の支援活動を経て、結婚を機に浪江町へ移住。自らも双葉
郡で子育てをする当事者として、行政・専門職・住民を繋ぐ地域コーディネーターの
役割を担う。原発事故被災地での暮らしの再生に深く携わり、親としての視座を大切
にしながら、多様な主体が参画する子育て応援のプラットフォームや有機的なネット
ワーク構築に注力している。

下枝 浩徳
一般社団法人葛力創造舎代表理事、東北芸術工科大学専任講師
1985 年生まれ、福島県葛尾村出身。一般社団法人葛力創造舎代表理事／東北芸術工科
大学デザイン工学部企画構想学科地域デザインコース講師。東京電機大学、東京電機
大学大学院にて地盤工学を学び、海外で井戸掘削を行う企業に勤務。技術者としてコ
ミュニティづくりに携わる。2011 年に Uターンし、国会議員秘書を経て、一般社団法
人葛力創造舎を設立。被災地域における住民の幸せの再生に取り組む。

渡部 正勝
おおくまふるさと塾 塾長
1949 年福島県生まれ。地元県立高等学校卒。地方自治体勤務 41 年を経て、後に社会
福祉法人大熊町社会福祉協議会役職員 12 年歴任。現職は、おおくまふるさと塾塾長、
大熊町ひまわりプロジェクト会長、大熊町文化財保護審議会副会長、社会福祉法人福
寿会理事在任中。

日　時

会　場

出　演

参加申込

主催・問合先

日本プレスセンター 10 階ホール

第 59 回『都市問題』公開講座

田中 正人
追手門学院大学地域創造学部教授
1969 年京都市生まれ。神戸大学大学院自然科学研究科修了、博士（工学）。専門は都市計画・居住政策・災害復興。主な著書に『減災・復興政策と社会的不平等』（日本経済評論社）、
共著書に『福島の原風景と現風景』（新泉社）、共訳書に『リジリエントシティ』（クリエイツかもがわ）など。復興デザイン会議・最優秀論文賞、地域安全学会年間優秀論文賞、
都市住宅学会賞・論文賞、住総研研究・実践選奨ほか受賞。

原発事故被災地における
暮らしの再生――東日本大震災１５年

　東日本大震災の発災から 15 年が経過する。津波被災地では復興事業がほぼ完了し、市街地の再建ととも
に「まちのつくり直し」という新たな段階に入っている。一方、原発事故により住民が避難を余儀なくされ
た地域では、除染や生活インフラの整備が進められ、避難指示の解除が段階的に行われてきたが、帰還する人、
他の地域で生活を続ける人、新たに移住する人など、住民の選択や暮らし方は一様ではない。
　本企画では、原発事故により避難指示が出されていた地域に帰還した住民／移住してきた住民の暮らしや、
地域コミュニティの現在に焦点を当てる。住民一人ひとりの選択や葛藤、地域の変容に目を向け、いかにし
て被災の現実に向き合い、地域の暮らしを取り戻そうとしてきたのか、そして、これからどのように暮らし
を紡ぎ直していくのかについて、複数の地域・立場の人びとに語っていただく。

渡部 正勝（おおくまふるさと塾 塾長）

<司会 > 田中 正人（追手門学院大学地域創造学部教授）

●出演者プロフィール●

●パネルディスカッション●

（敬称略）

●基調講演●

小林 奈保子（いわき・双葉の子育て応援コミュニティ cotohana 共同代表）

下枝 浩徳（一般社団法人葛力創造舎代表理事、東北芸術工科大学専任講師）



／／／／／／／／／／／／／／／／／／   第 59回『都市問題』公開講座参加申込票 ／／／／／／／／／／／／／／／／／／   

FAX：03-3591-1209（総務課） 

○お名前（必ず、ふりがなをお願いします） 

 ＊複数名の場合は、参加希望者全員のお名前を明記してください。 

 

 

 

 計    名 

 

○ご所属（代表者のみで結構です） 

 

 

 

 

 

 

○ ご連絡先（代表者のみで結構です） 

＊受付確認をお送りしますので、FAX番号を必ずご記入ください。 

 

  TEL：                   FAX：                   

                   

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・月刊誌 『都市問題』 年間定期購読のご案内 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『都市問題』は、毎月、自治・社会の課題を敏感に捉えた２つのテーマを特集しています。まだ、ご購読

でないようでしたら、是非、この機会に、年間定期購読をご検討ください。 

＊ 送料込み 9,600円（税込） 

＊ 毎月１日発行、Ｂ５判、100頁前後（前払い、ただし公費４月号開始のみ後払い可能です） 

 

●過去１年間の特集 (詳細と 2025年５月号以前の号は http://www.timr.or.jp をご覧ください) 

 

● 『都市問題』年間定期購読申込書  ● 

   年  月号から１年間（更新の時期にご案内をいたします） 

 

お名前：                TEL：             

ご住所（役所名・部署名（役所・会社宛の場合））： 

〒                                   

＊振込用紙とともに冊子をお送りいたします。     問合せ ０３－３５９１－１２０９（編集室） 

 

2025年 

 

 

 

 

 

 

 

2026年 

６月号 

７月号 

８月号 

９月号 

10月号 

 

11月号 

12月号 

１月号 

２月号 

３月号 

４月号 

５月号 

フェイクニュースの時代を生き抜く／ 国際会議と都市 

道路の交通安全対策／生活保護制度の現在と未来 

医療の費用負担から考える／火山防災と地方自治 

学び直す・学び続ける／地域が育む伝統工芸 

第 57回「都市問題」公開講座 選挙を守る ―持続可能なあり方を求めて 

／マイナンバー制度 10年 

地下空間の利用と安心・安全／若年女性は都市へ向かう？ 

いま「留学」を再考する／都市の光 

橋本行革 30年——その後の「この国のかたち」／地方公務員制度の来し方行く末 

居住支援・居住保障の拡充に向けて／街路樹は維持できるか 

「カルト問題」の現在地／精神障害と地域 

空き家問題の多面的アプローチ／金融都市のゆくえ 

港湾の変容と展望／「城下町」をひもとく 
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